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第
１
節
　
今
、
ヨ
コ
ハ
マ
は

進
む
経
済
の
構
造
調
整

国
内
に
あ
っ
て
は
、
経
済
の
ソ
フ
ト
化
、
サ
ー
ビ
ス
化
、
八
イ
テ
ク
化
、

国
外
に
あ
っ
て
は
、
経
済
の
国
際
化
と
構
造
調
整
は
、
進
展
し
て
い
る
。

こ
の
大
き
な
潮
流
の
な
か
で
、
今
、
横
浜
は
…
…

進
展
す
る
経
済
の
国
際
化

　
6
0
年
９
月
の
先
進
５
力
国
蔵
相
会
議
以
降
の
急
激
な

円
高
は
、
日
本
経
済
を
円
高
構
造
不
況
に
お
い
や
っ
た

が
、
い
っ
ぽ
う
で
製
品
輸
入
、
海
外
直
接
投
資
の
拡
大

な
ど
に
よ
る
対
外
不
均
衝
の
是
正
、
内
需
主
導
型
経
済

へ
の
移
行
等
構
造
調
整
が
着
実
に
進
展
し
て
い
る
。

　
横
浜
市
内
の
企
業
を
み
て
も
、
海
外
進
出
件
数
は
6
0

年
７
月
時
点
の
8
7
件
か
ら
、
6
1
年
８
月
時
点
に
は
１
１

１
件
へ
と
急
増
し
て
い
る
。
特
に
、
第
１
次
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
以
降
、
5
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
海
外
進
出
が
増

え
て
お
り
、
ア
ジ
ア
や
北
米
を
中
心
に
販
路
開
拓
や
現

地
生
産
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
経
済
そ
の
も
の
も
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
営
戦
略
が
要
求
さ
れ
始
め
て
い
る
。

進
む
ソ
フ
ト
化
・
サ
ー
ビ
ス
化

　
「
心
の
豊
か
さ
と
健
康
へ
の
希
求
の
高
ま
り
」
「
女
性

の
社
会
進
出
」
「
高
齢
化
」
「
国
際
化
」
「
都
市
化
」
と
い

っ
た
日
本
社
会
の
潮
流
は
、
次
つ
ぎ
に
新
し
い
市
場
を

生
み
だ
す
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
を
お
し
進
め

て
い
る
。

　
　
「
わ
が
国
経
済
の
中
長
期
的
展
望
」
に
よ
る
と
、
西

暦
2
0
0
0
年
に
お
け
る
わ
が
国
の
産
業
構
造
は
、
物

財
生
産
部
門
が
4
1
・
４
％
か
ら
3
6
・
７
％
へ
と
縮
小
し
、

知
識
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
2
5
・
４
％
か
ら
3
1
・
５
％
へ

と
大
幅
に
増
加
す
る
、
と
予
想
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
社
会
構
造
の
変
化
と
技
術
革
新
の
展
望
」

に
よ
る
と
、
2
0
0
0
年
の
新
市
場
の
大
き
さ
は
、
余

暇
、
生
涯
学
習
、
医
療
・
保
険
、
高
齢
者
な
ど
の
市
場

に
お
い
て
大
き
な
成
長
を
見
こ
ん
で
い
る
。

　
経
済
の
ソ
フ
ト
化
（
※
①
）
・
サ
ー
ビ
ス
化
は
、
横

浜
経
済
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
産
業
構
造
に
占

め
る
第
３
次
産
業
の
構
成
比
（
市
内
就
業
者
）
は
、
5
0

年
6
0
・
３
％
、
5
5
年
6
3
・
２
％
、
6
0
年
6
5
・
３
％
と
着

実
に
増
加
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
を
大
都
市
間

で
比
較
し
て
み
る
と
、
1
1
大
都
市
中
1
0
位
と
低
い
が
、

こ
れ
は
、
機
械
、
電
気
、
輸
送
機
器
等
の
重
化
学
工
業

の
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
全
産

業
に
占
め
る
サ
ー
ビ
ス
業
の
割
合
は
、
製
造
業
の
落
ち

こ
み
と
は
対
象
的
に
増
え
て
お
り
、
今
後
も
ま
す
ま
す

ソ
ラ
ト
化
、
サ
ー
ビ
ス
化
が
進
展
し
て
い
く
も
の
と
予

想
さ
れ
る
。

技
術
革
新
と
産
業
の
融
合
化

　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
新
素
材
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

【
昭
和
の
大
恐
慌
】

　
日
清
、
日
露
戦
争
を
へ
て
、
日
本
は
、
開
国
以
来
数

１
0
年
に
し
て
国
際
的
に
も
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
産
業
面
で
も
、
軽
工
業
か
ら
重
工
業
へ
の
変

化
が
活
発
に
進
ん
だ
。

　
し
か
し
、
大
正
７
年
（
１
９
１
８
年
）
目
月
の
第
－

次
世
界
大
戦
の
終
了
と
と
も
に
、
貿
易
の
輸
入
超
過
が

め
だ
ち
、
工
場
、
会
社
の
生
産
縮
少
、
閉
鎖
が
く
り
か

え
さ
れ
、
横
浜
に
お
い
て
も
、
大
正
９
年
に
は
名
門
茂

木
合
名
会
社
が
破
産
し
た
。
そ
の
後
も
不
況
は
慢
性
化

し
、
昭
和
２
年
の
国
会
に
お
け
る
蔵
相
発
言
に
端
を
発

し
た
金
融
恐
慌
、
次
い
で
昭
和
４
年
の
世
界
恐
慌
に
お

よ
ん
で
経
済
的
に
ど
ん
底
に
お
ち
い
っ
た
。

　
と
り
わ
け
、
京
浜
工
業
地
帯
を
も
つ
横
浜
の
各
工
場

の
生
産
は
落
ち
、
火
の
消
え
た
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た

ま
ち
は
、
失
業
者
に
あ
ふ
れ
、
郷
里
に
帰
る
人
び
と
も

多
く
、
そ
れ
は
ま
た
、
農
村
に
お
け
る
生
活
苦
を
生
み

だ
し
た
。

　
こ
の
苦
境
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
経
済
に
刺
激
を
与
え

た
の
は
、
皮
肉
に
も
満
州
事
変
以
降
の
軍
需
景
気
で
あ

り
、
５
・
１
５
事
件
、
２
・
2
6
事
件
、
日
華
事
変
を
へ
て
、

太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

街にあふれる失業者



■急増する横浜企業の海外進出

・拡大する知識、サービス部門

ジ
ー
に
み
ら
れ
る
技
術
革
新
の
波
は
、
過
去
の
数
次
に

わ
た
る
技
術
革
新
の
波
に
匹
敵
す
る
規
模
で
、
経
済
社

会
の
広
汎
な
分
野
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
あ
た
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
成
熟
化
の
局
面
を
迎
え
た
製
造
業
に
お
い
て
、

既
存
の
事
業
分
野
を
縮
少
合
理
化
し
つ
つ
、
新
規
事
業

分
野
へ
の
進
出
、
多
角
化
を
は
か
る
動
き
が
活
発
化
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
重
厚
長
大
産
業
に
顕
著

に
み
ら
れ
、
わ
が
国
の
産
業
の
苗
床
と
し
て
の
京
浜
臨

海
部
の
再
編
を
う
な
が
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
技
術
革
新
の
波
と
産
業
構
造
の
ソ
フ
ト
化

は
、
知
識
や
頭
脳
を
軸
と
し
て
、
既
存
産
業
の
融
合
化

（
※
②
）
を
進
め
て
い
＜
。
石
油
文
明
か
ら
知
恵
の

文
化
の
到
来
で
あ
る
。

■生活が生み出す新市場■サービス業がリードする
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■進む横浜経済のソフト化･サービス化

※
ひ
と
く
ち
メ
モ

①
経
済
の
ソ
フ
ト
化

経
済
の
な
か
で
知
識
集
約
型
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
の
比
重

が
高
ま
る
な
ど
、
知
識
や
サ
ー
ビ
ス
の
要
素
が
重
要
に

な
っ
て
い
く
こ
と
。

②
産
業
の
融
合
化

複
数
の
企
業
が
多
様
な
経
営
資
源
を
「
新
結
合
」
し
、

新
た
な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
。

事業所、従業者、

市内総生産

すべてにおいて、

サービス業は

確実に増えており、

製造業等の落ち込み

ど対照的である。

｢事業所統計調査｣｢横浜市の市民所得｣

2000年には、現在の２倍以上と見込まれる余暇市場を中心に、新

しいライフスタイルが新しい市場を生み出していく。

第３次産業のうちサービス業の伸

びが著しく、経済のソフト化を促

している。

消費におけるモノ離れは、

産業構造を変えていき、

経営資源としての知力が

重みを増してくる。

円高の進行の中で、企業にとっての舞台は、

世界へと移りつつある。
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